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　早いもので今年もすでに９
月、この機会に、ざっくりと
ですが、上半期を振り返って
みたいと思います。
　４月。対外的には新年度を
迎えて新しく就任された方々
へのご挨拶、内部的には総会
に向けて理事会、事業監査な
ど例年どおりのスタートを切りました。
　５月。前半は、日本政策金融公庫京都支店、
西陣支店の皆様と御所のグランドでソフト
ボールの試合を行いました。その後の懇親会と
合わせて絆がさらに太く、強く結ばれました。
後半は総会があり、皆様のご協力を得て、滞り
なく終えることができました。10月21日開催
の、ものづくり補助金事例発表会、事例集作成
事業がスタートしました。
　６月。第４期がスタートしました。主な事業
は下表のとおりで、すでに終了したものもあれ
ば、業界診断（今年度は京都電機商業業界、京
都米菓工業業界）や窓口経営相談、プロコンカ
レッジ（今年度は８名の受講者）などのように
継続中のものもあります。診断京都では、新た
に伝統産業の活性化関するレポートや京都府商
工会連合会様、京都商工会議所様と連携した
“京の起業家”の連載を始めました。

　７月。松井理事をリーダーとした京都６次産
業プロジェクト支援事業（商工業者への助
言、6次産業化計画作成支援など）が新たにス
タートしました。
　８月。山下副知事と賀長哲也京都協会会員を
講師に迎え27年度第１回理論政策更新研修を
開催しました。アンケートによれば、山下副知
事の講義には「毎年、楽しみにしている」等々、
賀長会員には「参考になった」等々、多くの賞
賛の声が寄せられました。これに奢ることな
く、さらに充実した更新研修を開催したいと思
います。
　９月。新たにお誘いを受けている（案）京都
ソーシャル・ビジネス・ネットワークのキ
ックオフや、ものづくり補助金事例発表会、事
例集発行の詰め、独自事業である『秋のシンポ
ジウム』や『京都イノベーション大学』の準備
があります。
　これからも行政、支援機関・団体等のご期待
に添うよう研鑽を積むとともに、マイナンバー
への対応も含め協会の運営・管理について一層
気を引き締めて臨みたいと思います。
　結びにあたり、この度の大雨でお亡くなりに
なられた方々のご冥福と被害に遭われた地域、
方々の一日も早い復興をお祈り申し上げます。

（山脇　康彦）

＜27年度上半期の主な事業＞
京都ちーびず女子等働き方提案・普及事業 エコノミック・ガーデニング支援事業審査
京都６次産業プロジェクト支援事業 経営支援員研修
京都バリューアップサポート事業 窓口経営相談事業
（＊１）ものづくり補助金事業書類審査 知恵ビジネス創出セミナー
業界診断事業 プロコンカレッジ
オスカー認定調査事業 診断京都発行
（＊２）設備貸与制度診断事業 理論政策更新研修

（＊１）ものづくり・商業・サービス革新補助金事業

（＊２）小規模企業者等ビジネス創造設備貸与制度事業

10月31日（土）は『秋のシンポジウム』です

お誘いあわせの上、ぜひご来場ください、お待ち申し上げております
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　景気が緩やかに回復していると言われていますが、
中小企業を取り巻く経済環境は、電気料金の値上げな
どエネルギーコストや円安による輸入原材料費の上
昇、人件費アップに加え、経営者の高齢化と事業承継
問題など先行きに不安を抱えながら懸命に経営努力を
しているが現状です。
　中央会では平成27年度において、こうした厳しい経
営環境にある中小企業に対し、組合等連携組織への支
援を強化するとともに、国や京都府・京都市など支援
策を積極的に活用していくこととしています。
　特に、本年度は中央会創立60周年を迎えることか
ら、記念式典や組合祭をはじめ多くの記念事業を行
い、地域経済・地域社会に貢献する中小企業の振興発
展に努めることとしています。
【平成27年度の主な事業】
○「中小企業応援隊」の補助金を活用した支援
○プレミアム商品券発行事業（京都府：京の匠商品券
発行事業・わくわく商店街商品券発行事業」、京都
市プレミアム商品・サービス券利用促進事業）

○和装産業実態調査事業（京都府・京都市）
○業界診断事業（京都市）

○平成26年度補正ものづくり・商業・サービス
革新補助金（国）

○中小企業技術系人材育成・技術後継支援事業
（京都府）

○地域中小企業・小規模事業者人材確保等支援
事業（国）

○就労環境改善チーム補助金（京都府）
○中央会創立60周年記念事業
①記念講演・式典・祝賀会（平成27年６月26
日実施）

②ベトナム産業視察（平成27年９月26日～10
月１日）

③第11回京都青年中央会祭・中央会60周年
記念組合祭（平成27年10月18日）

④第20回女性のつどい（平成27年12月4日）
⑤60周年記念誌の発行（平成28年２月頃）

京都府中小企業団体中央会　

TEL：075-314-7131　FAX：075-314-7130

URL：http://www.chuokai-kyoto.or.jp/

　　日本政策金融公庫は、中小企業・小規模事業者、
農林漁業の皆さま、お子さまの教育資金を必要とする
皆さまを応援しています。
　皆さまのニーズ等に応じた融資制度を取り揃えてお
り、その中から、いくつかの融資制度をご紹介させて
いただきます。
　なお、利率、担保、保証人などの融資制度の詳細は
ホームページ（http://www.jfc.go.jp/）をご参照いただ
くか、支店までお問い合わせください。
【小規模事業者の皆さま向け】
○中小企業経営力強化資金（創業・第二創業者向け）
・認定支援機関の支援のもと、新事業分野の開拓等
の ために事業計画を策定する方

　〈融資限度額〉7,200万円（うち運転資金4,800万円）
　〈返済期間（うち据置期間）〉設備15年以内（２年以
内）運転７年以内（１年以内）
○ソーシャルビジネス支援資金（平成27年２月創設）
・社会的課題の解決を目的とする事業を営む方
〈融資限度額〉7,200万円（うち運転資金4,800万円）
〈返済期間（うち据置期間）〉設備20年以内（３年以

内）運転７年以内（1年以内）
【中小企業の皆さま向け】
○中小企業会計活用強化資金
・｢中小企業の会計に関する基本要領｣または｢中小
企業の会計に関する指針｣を適用している方など
〈融資限度額〉７億2,000万円（うち運転資金２億
5,000万円）
〈返済期間（うち据置期間）〉設備15年以内（２年以
内）、運転７年以内（２年以内）
【農林漁業の皆さま】
○青年等就農資金（農業新規参入者向け）
　・青年等就農計画の認定を受けた方（認定新規就農者）
〈融資限度額〉　3,700万円
〈返済期間（うち据置期間）〉12年以内（５年以内）、
運転７年以内（２年以内）
○スーパーＬ資金（担い手農業者向け）
　・農業経営改善計画の認定を受けた方（認定農業者）
〈融資限度額〉〔個人〕３億円（特認６億円）、〔法人〕
10億円（特認20億円）
〈返済期間（うち据置期間）〉25年以内（10年以内）

【お子さまの教育資金を必要とする皆さま向け】
○国の教育ローン
・高校、短大、大学、大学院、専修学校、海外の高校・大学などに入学・在学される方の保護者で、世帯の年
間収入（所得）が次に該当する方（日本学生支援機構の奨学金と重複してご利用いただけます。）

お子さまの人数 1人 2人 3人 4人以上

世帯年収
（所得）

790万円以内
（590万円以内）

890万円以内
（680万円以内）

990万円以内
（770万円以内）

お問い合わせくだ
さい。上記金額を超えていても、一定の要件に該当

すれば、990万円以内（770万円以内）まで緩
和されます（お問い合わせください。）。

〈融資限度額〉　お子さま１人につき350万円以内、海外留学(一定の要件があります)は450万円以内
〈返済期間（うち据置期間）〉　15年以内（在学期間内は据置が可能です。）交通遺児家族、母子家庭または世帯

年収（所得）200万円（122万円）以内の方は18年以内

＜お問い合わせ先＞
日本政策金融公庫　京都支店 
国民生活事業：075-211-3230　中小企業事業：075-221-7825　農林水産事業：075-221-2147
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　中小企業診断協会京都
支部主催の平成27年度理
論政策更新研修の第１回
目研修が、８月９日(日)
にメルパルク京都にて開
催されました。
前半は、京都府副知事の
山下晃正様より、「文化から始まる産業づくり」
と題して、多様な価値を受け入れる京都の文化
やオーナー企業の特徴や強み、けいはんなオー
プンイノベーションセンターでの取り組み等に
ついてご講義いただきました。インバウンド需
要拡大の中で観光振興に大切なことは、「住ん
でよし、行ってよし」であり、住民の満足度が
重要であるというお言葉が印象的でした。

　後半は、賀長哲也協会
会員より「中小企業の創
業支援」について現場で
感じた起業のポイントに
ついてご自身の様々な体
験を交えて詳しく解説を
いただきました。本公
演の内容は本誌にてご紹
介をしておりますので是
非ご覧ください。猛暑の
中、100名を超える方が
ご参加され、受講者の皆
様は熱心に聴講されてい
ました。　　　　　　　　　　（杉村　麻記子）

　創業支援のゴールは、
起業希望者を起業させ
ることである。支援にお
いて最低限知っておく
べきこととして、１．創
業の実態がわかる。２．
創業の支援ができる。
３．創業の仕方がわかる。という３部構成で研
修を行った。
１．創業の実態がわかる。
　我が国の起業希望者は、毎年約100万人存在
し、そのうち起業する人は、約25万人である。
また、我が国の開廃業率は欧米と比較して、
4.5％と低い水準にあるため、政府は日本再興
戦略の中で、欧米並みの10％まで引き上げるこ
とを目標としている。しかし、GEM調査によ
ると、日本は69か国中、起業しにくい国ベスト
２位であり、開廃業率を10%まで引き上げるこ
とは容易ではない実態がある。とはいえ、近年、
地域の課題解決や自己実現のための起業が増加
するなど、改善の兆しも見受けられる。
２．創業の支援ができる。
　白書2014では、起業までのマインド別に、４
つのステージに分けており、それに沿って支援
のポイントを解説した。
①潜在的起業希望者
起業を将来の選択肢の一つとして認識している
が、現時点では何ら準備していない者
→起業の実態を理解してもらうために、起業し
た人の話を聞かせることで、相談者が起業を具
体的にイメージして、人生に「起業」という選
択肢を持ってもらうこと
②初期起業準備者
起業したいとは考えており、他者への相談や情
報収集は行っているものの、事業計画の策定
等、具体的な準備を行っていない者
→起業家準備セミナーで学んだものとそうでな
いものでは、支援者の助言に対する理解力に大
きな差がある。より効果的な支援を行うため

に、各支援機関で行っている起業準備者向けセ
ミナーの案内を行い、起業までに準備すること
を総合的に理解してもらうこと
③起業準備者
起業に向けて具体的な準備をしている者
→どれだけ失敗について経験談や、助言を行っ
ても、人のふりみて我がふり直らずで、実際に
失敗しないと身につかないものである。そこ
で、固定費を極力かけず、食べていける分だけ
稼ぐ、また、事業計画を悲観的に立てるなど、
小さい失敗を何度も経験して、事業家に成長
できるように、「小さく失敗できる起業モデル」
をつくる重要性を理解してもらうこと
④起業家
起業を実現した者
→失敗を何度も経験していると、当初の事業計画と
ズレが出てくる。よくあるのが、お金欲しさにアル
バイトをしてしまい、結局サラリーマンに戻ってし
まうケースは多い。相談者が当初語っていた夢の実
現に近づいているのか、また、強みを活かした取組
となっているか、第三者の目で見て、チェックし、
相談者の立ち位置を理解してもらうこと
３．創業の仕方がわかる。
　参考までに、退職願の記入方法について解説
を行った。
４．最後に
　支援者として大切にしたいこととして、相談
者の話を良く聞き、相談者に自信を与えてやる
気を高め、相談者に着眼点を教えて、課題を与
える。ということを大切にしたい。特に、起業
時期が決まっていない相談者には、課題は必須
である。しかも期限を設けないと日々に流さ
れ、提出されなくなるため、注意すること。
創業支援とは、起業するまで、起業したい人の
背中を押し続けることだと考える。創業支援が
終わるときは、相談者が起業したときか、あき
らめたとき、どちらかである。
　本文が、起業したい人を支援する上で、参考
になれば幸いである。　　　　　（賀長　哲也）
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　京丹後市峰山町で2013年１月に創業された
Boutique　D’art（ブティック・ダール）の石井
まゆみさんにお話を伺ってきました。

　１人１人の持っ

ている「パーソナ

ルカラー」からそ

の人の「パーソナ

リティ（顕在的・

潜在的個人特性）」

を導き出し、それ

らに会ったフラワーデザインを提供するだけで

なく、カラーコーディネート、企業の人材育成

への活用コンサルティング等で活躍されていま

す。

●創業のきっかけは？

　フラワーデザインの先生に師事し、フラワー

デザインの世界に入り、ヨーロッパでのフラ

ワーデザインの勉強や企業での経験を活かして

自宅の１室をサロンにして出張しながら11年
間フリーのフラワーデザイナーとして活動して

きましたが、「自分が出かけて活動する」こと

から「店舗を構えて人が集まる場」を作りたい

と思うようになりました。

　自分が京都市まで

勉強に言っていた時

代には距離的、時間

的な制限も多く、苦

労しました。地元で

ある京丹後市でも

「自分のために使う

有意義な時間を求める人」が気軽にフラワーデ

ザインやカラーセラピーの世界に興味を持ち、

教わることが出来る、サポートしてもらえる場

にしたいと思って創業しました。

●創業するにあたって、苦労したことは？

　まず、京丹後市商工会に相談に行きました。

自己資金がゼロの中で創業計画書を作成するの

に経営支援員の方と二人三脚となって作成して

いきました。京都市や大阪市では同様のことを

行っている事業所もありますが、京丹後市では

他に例が無いためにビジネスモデルを理解して

いただくために苦労しましたが、具体的なサー

ビスを実際に見せてみるなどのビジネスモデル

を理解して頂く等の工夫を行いました。自分な

ら絶対に成功する、と確信と熱意を持ち続けて

いたことから、商工会の皆様を中心に周囲から

応援して頂きお店を開店することが出来まし

た。

●サービスを提供す

るときに工夫してい

ることは？

　接客を通じて「お客様が何を求めているか」

「何を相談したいか」を訊き出し、満足いく道

筋を立てて相談し、商品・サービスを提供する

ことを心がけています。カラーセラピーにおい

てはカタチの無いサービスを提供することにな

りますので、来店されたお客様１人１人の違っ

たニーズに対して「来てよかった」「気付きが

出来た」と満足して頂くような伝え方、提案の

仕方をしています。

●「カラーセラピー」を中心に色々な商品・サー

ビスの展開が可能ですが、今後の展開は？

　創業から３年目を迎え、事業の幅が徐々に拡

大してきています。商工会の皆様をはじめ当店

を支えてくださる皆様に感謝しています。

　現在、京丹後市産

の「桑の葉茶」プロ

ジェクトの販売担当

としても活動してい

ます。人の身体の仕

組みや桑の葉の持つ

特性や飲み方を研

究、実践した上で、桑の葉の持つ緑色（バラン

ス・調和・健康）と関連付けて販売し、好評で

す。

　「人の集まる場」として商品・サービスの提

供の場や勉強会開催の場としてお店を営業する

だけでなく、「カラーセラピー」のセミナーや

セラピスト養成、それらを用いた企業や個人向

けのコンサルティングなど活動の幅を広げてい

こうと思っています。

　　（神戸　壯太）

京丹後市商工会　経営支援員　岡田氏より　
　当初より池田さんは創業に対する熱意が非
常に高く、フラワーデザイナーとしての経験・
実績と顧客を有していることもあり、充分練
り込んだ創業計画書作成支援を行うことが出
来ました。
　地元振興への想いも強く、積極的に参加さ
れており、石井さんの人柄や行動力が周囲を
巻き込んで「来ると元気になるお店」として
の認知が進んでいます。今後の更なる展開を
楽しみにしています。

【店舗情報】

　Boutique D’art（ブティック・ダール）
　〒627-0004 
　京都府京丹後市峰山町荒山1223-1
　0772-62-5846

京の起業家⑤ 
Boutique D’art（ブティック・ダール）
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　京都商工会議所様より
ご紹介いただき、平成26
年７月にオープンされた
「京都パン工房」の代表

平　和彦さんにお話をお伺いしました。
●創業を思い立ってからオープンまで
　友人の紹介で商工会議所
に相談に行ったのが25年７
月。最初は「100円パンを
やりたい」という思いだけ
でした。そこから経営支援
員に相談しながら事業計画
書の作成に着手、具体的な
創業に向けた動きがスター
トしました。計画作成と同時進行で物件探しも
行いましたが、なかなか見つからず苦労しまし
た。候補となる物件を見つけるとすぐに支援員
に相談し、道路や住宅、学校、周辺のスーパー
などの商圏の状況についてアドバイスをもらい
ました。本当はパン業界の繁忙期である春に
オープンしたかったのですが、物件の選定が長
引き、オープンは26年７月とパンの市場が最も
冷え込む夏場なってしまいました。そこで７月
から８月いっぱいは営業しながら従業員教育や
営業体制を確立する助走期間とし、９月を本格
オープンと位置付けたので、気持ちの上では現
在でちょうど開業１年という感じです。事業計
画段階から創業融資や補助金といった資金調達
のこと、オープン時の広報など、支援員にはこ
まめに相談にのっていただきました。今でも立
ち寄っていただき、いろいろな情報を頂いてい
ます。
●広報や販促どうしていますか？
　特に開業当初の広報については支援員よりア
ドバイスをたくさんもらいました。当初、広報
活動は一切せず、口コミで広げていくことを考
えていましたが、支援員からのアドバイスを受
け、７月の開業時に半径１キロに限定した区域
に折り込みチラシをいれ、９月の本格オープン
の時には地元タウン誌の記事広告を活用、範囲
を大幅に広げてPRを行いました。それに加え
てスタンプカードを導入したことで、近隣の住
民やお勤めの方を中心にリピーターの確保につ
ながりました。
　ホームページやお店のロゴ、店内の販促物な
どのデザインはすべて妻がおこなっています。
店内の販促はどのようにすればお客様にメッ
セージが届くかを常に考えており、新しい商品
はレジの横に場所をとり大きめのPOPをつけ
て分かりやすくするなど、創意工夫を繰り返し
ています。現在、アルバイトを含めて10人以上
の従業員がいるのですが、スタッフ全員が同じ
思いを共有し、お客様に対応できるようにしな
ければいけないところが難しいです。
●お店をオープンさせて１年、いかがですか？
　１年があっという間でした。最初の半年は本
当にきつかったです。半年過ぎた頃から、徐々
に数字が見えるようになり、様々な点で効率を
あげる方法を考える時間も出てきました。人の
調整、仕入量・価格の見直しなどを進めながら
１年が経過し、ようやく季節や天候による売上
の変化も掴めてきているというのが今の状況で
す。これら営業をしながら得た生の情報を生か

し、利益を生む体制づくりを目指します。
　また、当店ではオープ
ン当初から常時100種類以
上のパンを並べています。
今後はお客様の反応を見
ながらですが、営業時間中
に焼き立てパンの追加が
できるよう、もう少し商
品を絞り込むことも考えています。当店の他の
「100円パン」との差別化のポイントは、原材
料にこだわり、国産小麦を中心に天然酵母など
も使用した100％店内で焼きあげたパンを並べ
ている手作りパン屋さんであるということ、安
心安全が重要視されるなか、食育のことも考え
てパンをつくっています。
●これからやっていきたいことをお聞かせくだ
さい。

　今後、売場をもう一つ作ることも考えています。
今の工房でつくった商品を直送して売る売場です。
　「100円パン」という一時期のブームに乗る
だけでなく、今後、長期的に営業を続けていく
ために、手作りパン屋さんの良さを活かして、
材料にこだわり、お客様に受け入れてもらえる
商品をどんどん作っていきたいです。原材料も
フランス産やカナダ産なども魅力的だと思って
います。美味しいパンを作り、より多くの方に
楽しんで頂くため、売り場を増やすことも考え
ないといけないと思っています。
●お店のおすすめは？
　塩パンは特におすすめで
す。他のお店の塩パンと一
度食べ比べてもらう価値の
ある商品です。開業当初か
らつくっているパンで、主
力商品にするつもりはなかったのですが、予想
以上に人気があり、看板商品になりました。「上
がさくっと、下がざくっと、中がもちっと」３
つの食感を楽しんで頂けますので、是非ご賞味
ください。　　　　　　　　　　（阪本　純子）

京都商工会議所　経営支援員　梅垣純氏より
　開業から１年が経過し、流れも掴めてきた
と思うのでロス削減に努め、しっかりと利益
を追求してほしいですね。事業拡大と併せて
競合店の進出に対するリスク回避のためにも、
複数の売場確保を当初から薦めています。そ
のための人材の育成、資金確保も常に頭にお
いて事業を進めてもらいたいと思っています。
「塩パン」は本当に美味しくおすすめです。
是非一度食べてみてください。

【店舗情報】
　京都パン工房 　
　京都市中京区壬生梛ノ宮町15-8　1F
　075-204-7078
　営業時間：７：00～19：00（売切れ次第終了）
　　　　　　（不定休）

京の起業家⑥ 
京都パン工房 （きょうとぱんこうぼう）
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　前回は長寿企業の成功方程式の「革新」を

テーマに、顧客や市場の見直し、機能軸の事業

ドメイン設定について説明しました。今回は、

もう一方の「技術承継」を取り上げたいと思い

ます。

　伝統産業は、古くから続く日本の伝統的な技

術に支えられており、それが企業の強みになっ

ていることが多いです。この技術は、何代にも

渡って代々受け継がれていく中で洗練されてき

たものです。決して1世代で完成されたもので
はありません。また、伝統産業が長く続いてき

たのは、事業承継が繰り返されてきた結果でも

あります。

　会社の寿命は30年と言われ、人の一生よりは
るかに短いです。その中でも数百年続く企業も

存在します。企業が長く生き延びる為には、自

社で培われてきた技術やノウハウを次世代に引

き継いて反映されていく必要があり、その継承

方法は伝統産業から学ぶことができます。

　伝統産業での技術承継は「人を育てる仕組み

づくり」を言い換えることができます。日本の

伝統的な人材育成法として親方(徒弟)制度があ
ります。仕事だけでなく、親方と弟子が寝食を

共にし、弟子は技術だけでなく様々なものを親

方から学び、心が磨かれて一流の職人が育って

いきました。しかし、近年では生活様式も変化

し、親方制度のような仕組みを導入できる企業

は少なくなってきています。伝統産業ではこの

ような親方制度により、技術が引き継がれてき

ましたが、今回はこれとは違う技術承継の仕組

みとして、伊勢神宮の式年遷宮を紹介します。

　伊勢神宮では式年遷宮と言って、20年ごと
に正殿を始め他の全ての社殿を造り替えて神座

を遷しています。これは690年から62回続けら
れ、1300年以上の伝統があります。寺社建築と
して古くから残るものは多数ありますが、20年
に1度の造り替えを前提とした建築は非常に珍
しいものです。これには諸説ありますが、その

一つとして技術を継承するために20年という
期間が設定されたという説があります。技術を

受け継ぐには、当然その技術を教える場が必要

です。伊勢神宮の社殿は他社では見られない唯

一神明造という建築様式が採用されています。

他では造ることができない建築のため、その建

築技術を将来に渡って継承するために式年遷宮

という仕組みが設けられたのではないでしょう

か。

　伊勢神宮の社殿の多くは茅葺き屋根でできて

います。前々回の遷宮からは、茅葺き職人の減

少に伴い、全国から職人が集まって屋根を葺き

替えていますが、それ以前は三重県内の職人に

限られ、その技術は門外不出だったそうです。

前回の遷宮を経験した者が未経験者の若手に技

術を伝え教えながら1300年続いてきました。茅
葺き業界では、３回以上の遷宮を経験した職人

はおりません。初めて伊勢神宮の社殿を葺き替

える職人は、次の式年遷宮を見据えて、その技

術を身につけます。現在でもマニュアルや作業

指示書は残されておらず、職人の手と記憶が全

てです。式年遷宮は、ただ建物を建てるだけ

なく、次の遷宮を担う人材を育成する場でも

あり、「モノを造るのではなく、ヒトを育てる」

為の仕組みと言っても良いでしょう。

　親方制度と伊勢神宮の式年遷宮という2つの
例を紹介しましたが、日本では古くから人を育

てて技術を承継する仕組みが確立されていまし

た。これは日本に長寿企業が多く残っている要

因の一つだと言えます。長く続く企業を作る

は、このような人材育成の仕組みが不可欠であ

り、新たな技術承継の仕組みづくりが求められ

ています。

　新たな仕組みの１つとして、「ネットワーク

型の人材育成の仕組みづくり」を紹介します。

これは、会社単独で職人や技術者を育成するの

ではなく、産業全体あるいは複数企業間で協力

しあって後継者を育成するという企業間連携型

の人材教育です。従来、職人の世界では、1人
の親方に弟子入りし、その親方から技術を教わ

る(盗む)というのが一般的でした。茅葺き業
界でも同様の形態を取っていますが、近年新し

い取り組みも行っています。それは経験の浅い

職人を対象とした集団研修制度です。各事業所

から研修生を集め、複数の親方が交代で屋根の

技術を教える実技研修型の人材育成法です。複

数の親方から教わることにより、多面的な視野

を持った職人を育成でき、事業所間の技術交流

にも繋がる効果があります。茅葺き職人が減少

している中、業界全体として後継者の育成に力

を注いでいます。大相撲の出稽古や京都の老舗

料亭での後継者育成でも、同じような方法が取

られています。

　今回は長寿企業の成功方程式の２つ目、「技

術承継」を取り上げました。次回の最終回では、

「伝統産業から学ぶ企業経営の未来」のまとめ

を行いたいと思います。

（石井 規雄）
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　皆様はじめまして。この春４月から入会致し
ました鬼頭靖彦と申します。入会と同時に独立
しました。現在「地域創生」をテーマに何かで
きないかと模索中です。少しずつではあります
が戸惑いのなか、診断士の仕事の面白さも学ん
でいます。一日でも早く信頼される診断士にな
れればと思っています。
　入会以前は官公庁への防災システムの提案営
業や、各種メーカーへX線、レーザーを利用し
た基板検査機器の営業などを行っていました。
また、東北の震災復興に関わりたいと思い、数
か月ではありますがボランティアも兼ねて、宮
城県で土木作業をした経験もあります。両親は
仕事の関係で神奈川県の三浦半島に住んでおり、
そこでも震災当日は数メートルの津波警報が出
されていました。連絡を取ろうとしてもなかな

　長岡京市商工会に勤務しております浦出と申
します。昨年３月末、再婚を機に現在高２の娘
と中２の息子を連れ群馬から京都に転居してき
ました。
　私が診断士を目指したきっかけは離婚です。
社会人１年目で妊娠を機に退職、以後約10年間
専業主婦でしたので、子供達を育てるため、知
識と経験不足を埋められてビジネスに活かせる
資格…と探し知りました。勉強するうちに、地
域の事業所はその土地の文化ではないか、と考
え始めました。伝統工芸を保護して伝承するよ
うに、多様性と豊かさの一端を担う地域の事業
所も扱っても良いのではとの思いも生まれまし
た。
　その頃私は大手製造小売業の会社に勤務し、
北海道から兵庫まで出張しましたが、標準化で
どこに行っても同じ商品が同じ陳列で並び、そ

鬼頭　靖彦
（きとう　やすひこ）

鬼頭経営相談事務所

かとれず、テレビでは津波で東北の街が呑み込
まれる状況が映し出されており、非常に心配し
た記憶があります。そんなこともあって何かで
きないかと思ったのがきっかけでした。工事現
場のある海岸沿いの街は、数軒の建物が点在す
るだけの野原でした。多くの建物が津波で押し
流されためだそうです。歩道橋の高さまで津波
が来たと聞き、津波の怖さを感じました。南三
陸町にも一週間ほど滞在してボランティアをし
ています。この町は外部と町民との連絡が全く
取れず、一時全滅したと報じられるほど被害が
大きかった地域です。地元の方に当時のことを
聞くと、真っ黒なコンクリートの壁のような津
波に複数回襲われ、必死に高台へ逃げたそうで
す。防災センターの折れ曲がった鉄骨の柱や割
れたコンクリートの防波堤、地盤沈下による橋
の浸水など、それらの状況からも当時の凄さが
想像できました。余震が起こるたび津波の恐怖
が思い出されたそうです。現在、南三陸町をは
じめ震災で被害を受けた街も少しずつ復興して
きており、今後の課題は被災者の自立をどう支
援するかに移ってきているそうです。今度は診
断士として何か携われればと考えています。皆
様、今後ともご指導よろしくお願いします。

の土地の文化や風土が感じられないことに違和
感がありました。大手の付加価値とは別のそれ
を提供し、中小企業の収益向上に繋がる支援が
出来るよう努力して参ります。
　ところでこの春、息子に知的障害があること
がわかりました。不登校や拒食症状も出て欠勤
しましたが、上司や同僚の理解に恵まれまし
た。少しずつですが快方に向かっており、感謝
の気持ちでいっぱいです。私の欠勤が重なった
ため最近は夫が対応してくれており、夫とその
職場の方々のご理解にも大変有難さを感じてい
ます。
　この経験から、労働環境整備による業績向上
に関心を持っています。少子高齢化による衰退
を避けるため、女性労働力活用が注目を集めて
いますが、これには女性の就労環境整備と同時
進行で、男性の労働時間削減が不可欠ではない
かと思います。また、金銭面で不利な中小企業
は柔軟な労働環境の提供で、性別問わず人材を
確保できるのではないかと思います。
　一人の親として心配なのは、親亡き後の息子
です。いつか、社会保障を受けながらであって
も障害者が自らの収入で自立できるようなビジ
ネスに、診断士として携われたらと思っていま
す。

浦出　奈緒子
（うらで　なおこ）

長岡京市商工会勤務
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１．はじめに
　「京都地域力ビジネス（＝京都式ソーシャルビジ
ネス、愛称ちーびず）」支援事業について、前回は
26年度のレポートをいたしました。今回は現在継続
中の平成27年度の事業について、レポートさせてい
ただきます。
２．先駆的な実践経験のあるちーびず推進員たちと
の協働

　今年度の特徴としては、京都府内から選定された
８団体から各１名の「ちーびず推進員」が選任さ
れ、地域間・企業間のコラボ促進、テーマ別のちー
びずを推進するなどちーびずを普及・促進する役割
を担っていることです。選定された団体は府内全域
でちーびずマルシェやちーびずカフェを展開し、商
品開発や出展のためのサポートを行う「NPO法人
場とつながりラボhome’s vi」や、主に京都市と南
丹地域で農業・食や再生可能エネルギー推進の取り
組み等を行う「モモのうち」など、先駆的な実践を
行っている団体になります。
　診断士はちーびず支援を行うにあたって推進員た
ちと協働して取り組んでいます。ちーびず団体ごと
の個別支援はもちろん、毎月開催される推進員８団
体と京都府、診断士協会の事務局が集う「ちーびず
推進員会議」では緊密な情報交換や企画づくりを
行っています。
３．ちーびず働き方提案事例の取材発信
　昨年度にはなかった取り組みとして、今年度は診
断士がちーびず団体の取材をして、団体の概要やそ
こで働く人たちの思いや継続して取り組む仕組み、
オススメ商品・サービスなどを取材して発信してい
ます。取材のために京都府内の様々な地域で活動す
る団体の代表者等を京都府職員や推進員とともに訪
ねてお話を伺い、記事にまとめます。記事は京都府
のHP等に掲載され、団体の広報に役立てます。取
材では、それまで知らなかった団体の魅力を発見す
る面白さがあります。理念を持ち、熱い思いで取り
組んでいることが伝わってくると、記事にも熱がこ
もります。以下に取材してきた中で印象的だった団
体の概要を紹介いたします。

　天候不順の夏が終わり、すっかり秋らしくなって
きました。さてこの10月からマイナンバーの通知が
開始されました。
　来年１月の利用が開始までに、事業者において、
マイナンバーの収集・本人確認・帳票への記入や、
預かったマイナンバーの管理・運用が必要となりま
す。その際には、中小企業においても安全措置やセ
キュリティ対策などの対策が必要となります。
　もしまだ対応が不十分であれば早急な対応が求め
られます。診断士の皆様もマイナンバー対策支援に
奔走されているところかもしれません。スムーズな
スタートが迎えられればいいなと思っております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（杉村麻記子）

・10月31日（土）シンポジウム　
　　　　　　　「京都市ソーシャル・イノベーション
　　　　　　　　構想と新しい企業経営の台頭」開催
・11月21日（土）厚生事業　
　　　　　　　「水路閣～蹴上インクライン散策」
・１月22日（金）新年祝賀会　

「志賀郷発見隊」
　綾部の志賀郷で京都
ちーたびにヒントを得て
はじめた志賀郷版のオリ
ジナルちーたび「志賀郷
発見伝」を行っています。
ちーたびには山の達人や
歴史の研究家など地域の
様々な達人ガイドが参加
し、参加者同士の交流の輪も広がり志賀郷のファンを
増やしています。呼びかけ人の竹松うどんの店主は全
国につながるネットワークを活かして「タケマルシェ」
という手作り市や音楽のイベントを定期開催し、数百
人規模の集客を実現している地域のキーマンでもあり
ます。
「京丹後竜宮プロジェクト」
　京都府の最北端、京
丹後の豊かな自然の中
で、地元の職人や主婦・
農家・郷土史家など「お
もてなしマイスター」
が様々なテーマの体験
型プログラムを作り案
内しています。地元旅
館の女将が地元の漁師
と一緒にはじめた遊覧
船「とび丸タクシー」がきっかけで偶然発見した「青
の洞窟」がメディア等で取り上げられるなど知名度
も上がっています。中心メンバーである女将は地域
で20年旅館を経営して培ったネットワークを活か
し、海・山・川の豊かな自然に恵まれた「海の京都」
である京丹後の自慢の暮らしや文化の魅力を次世代
に引き継ぐべく奮闘しています。
４．結びに
　地域に根ざした、特色ある魅力を持った団体が、
熱い志を持ってとりくむビジネスに触れられるのは
とても貴重な機会です。このようなやりがいを感じ
ながらこれからもちーびず支援に取り組んでいきま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　（松下　晶）

志賀郷発見伝の活動写真

京丹後竜宮プロジェクトの旅館女将と漁師


